
削蹄の技術を全国の舞台で！
全国牛削蹄競技大会に２名出場

リサイクルの知見を深めました
町衛生自治会が理事研修を実施

　11月７日（木）、茨城県水戸市において、『第
61回全国牛削蹄競技大会』が開催されました。
　全国各地から予選を勝ち抜いた24名が出場
し、本町からは九州・沖縄を代表して稲村誠
さん、山下伸朗さんの２名が出場されました。
　大会では、筆記試験と実技試験があり２人
とも優秀な成績を収めました。また、同月15
日に結果報告に来庁され、全国で勝ち抜くこ
との厳しさと来年への意気込みを話されまし
た。

　10月24日（木）から25日（金）にかけて、福
岡県糟屋郡久山町及び大牟田市にて、『大崎町
衛生自治会理事研修』が開催されました。
　研修では、アルミ工場でアルミ缶が選別、
溶解、鋳造される様子や小型家電がリサイク
ルされる過程を学びました。
　参加した理事の方々は「国内外でもごみ減量
化への気運が高まっているが、今回研修で学
んだ事を他の住民にもしっかりと伝えていき
たい。」と研修の感想を述べました。

これからの活躍を期待します
浜屋将太投手が指名報告会で帰郷
　11月18日（月）、役場応接室において、プロ野
球ドラフト会議で埼玉西武ライオンズから２位
指名を受けた、本町西迫集落出身の浜屋将太投
手が、指名報告会を行いました。
　報告会では、浜屋選手が所属した大崎ソフトの
監督・メンバーや地元住民の方々など多数出席し、
浜屋投手の指名を祝いました。また、東町長から
激励品として大崎町産の黒豚が贈られました。
　浜屋投手は今後の目標として「先発なら二けた
勝利、中継ぎなら50試合登板が目標」と述べた他、
出身少年団の後輩らにエールを送りました。
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